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水
循
環
登
録
・
認
証
制
度
充
実
へ

水
循
環
登
録
・
認
証
制
度
充
実
へ

内
閣
官
房

検
討
会
審
査
・
数
値
基
準
な
ど
設
定

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

河
川
・
地
域
づ
く
り
で
自
然
再
興

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
２
月
１８
日
、
東

京
・
千
代
田
区
の
中
央
合
同

庁
舎
３
号
館
会
議
室
で
第
１

回
「
水
循
環
企
業
登
録
・
認

証
制
度
の
あ
り
方
検
討
会
」

（
座
長
・
辻
村
真
貴
筑
波
大

学
生
命
環
境
系
教
授
）
を
開

催
し
た
。
令
和
６
年
度
に
創

設
さ
れ
た
同
制
度
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
な

審
査
・
数
値
基
準
な
ど
を
設

定
し
、
９
年
度
以
降
の
運
用

開
始
を
め
ざ
す
。

登
録
・
認
証
制
度
は
水
循

環
基
本
法
に
基
づ
き
企
業
の

自
発
的
な
取
り
組
み
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
登
録
・
認
証
企
業
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
こ

と
で
健
全
な
水
循
環
の
維
持

・
回
復
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

登
録
・
認
証
企
業
は
３
年

間
の
取
り
組
み
計
画
の
あ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
、
す
で
に

実
績
が
あ
り
対
外
的
証
明
が

可
能
な
ア
ク
テ
ィ
ブ
企
業
で

構
成
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
教
育
啓
発
、
河
川
清

掃
、
水
源
涵
養
支
援
、
事
業

活
動
に
お
け
る
水
量
削
減
な

ど
が
多
い
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
へ
の
登
録
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
使
用
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
多
く
の
特
典
を

付
与
さ
れ
、
７
年
度
ま
で
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
３
社
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
企
業
１
４
５
社
が

多
彩
な
活
動
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。

同
検
討
会
の
初
会
合
で
は

「
企
業
の
健
全
な
水
循
環
の

取
組
に
関
す
る
有
識
者
会

議
」
の
報
告
を
踏
ま
え
て
今

後
の
方
向
性
を
議
論
す
る
こ

と
を
確
認
。
有
識
者
会
議
で

は
企
業
と
地
方
公
共
団
体
の

連
携
強
化
や
地
域
の
独
自
性

を
活
か
し
た
取
り
組
み
な
ど

を
求
め
て
い
る
。
ま
た
登
録

・
認
定
企
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
制
度

の
周
知
・
認
知
度
の
向
上
、

特
典
の
拡
大
、
社
業
の
評
価

制
度
の
導
入
な
ど
を
求
め
る

意
見
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
た
め
同
検
討
会
で
は

水
循
環
の
取
り
組
み
に
関
す

る
今
後
の
方
向
性
の
決
定
、

審
査
項
目
・
評
価
指
標
の
検

討
、
具
体
的
な
審
査
基
準
・

数
値
基
準
の
設
定
な
ど
を
論

点
と
し
て
意
見
交
換
を
進
め

て
い
く
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
企
業

か
ら
さ
ら
に
優
秀
な
企
業
を

選
出
す
る
枠
組
み
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
方
針
だ
。

国
土
交
通
省
は
２
月
２５
日
、
東
京
・
千
代
田
区
の
一
橋
大
学
一
橋
講
堂
で
第
１０
回
「
水
辺
か
ら
は
じ
ま
る
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
農
林
水
産
省
と
環
境
省
が
共
催
し
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
蓄
積
さ
れ
た
成
果
・
課
題
な
ど
を
共
有
。
ま
た
生
物
多
様
性
保
全
と
地
域
活
性
化
に
関
す

る
先
進
事
例
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
（
自
然
再
興
）
の
実
現

に
つ
な
が
る
今
後
１０
年
間
の
河
川
・
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
展
望
し
た
。

河
川
を
基
軸
と
し
た
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て
約
１０
年

と
な
る
。
国
交
省
を
は
じ
め

多
様
な
主
体
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
取
り
組
み
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
各
地
域
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。

当
日
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
河
川
関
係
団
体
や
経
団
連

自
然
保
護
協
議
会
、
全
国
知

事
会
な
ど
が
後
援
。
オ
ン
ラ

イ
ン
を
含
め
約
６
０
０
名
が

参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
国
交

省
の
林
正
道
水
管
理
・
国
土

保
全
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
当
省
が
取
り
組
ん

で
い
る
流
域
治
水
は
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
生

物
の
生
息
・
保
全
な
ど
多
様

な
自
然
環
境
の
再
構
築
も
狙

い
と
し
て
い
る
。
各
河
川
に

と
ど
ま
ら
ず
流
域
全
体
の
関

係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
当
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性

を
啓
発
す
る
も
の
で
本
日
は

特
別
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

皆
さ
ま
の
地
域
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

こ
の
あ
と
京
都
大
学
発
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
生
物

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
を

手
が
け
る
㈱
バ
イ
オ
ー
ム

（
京
都
市
下
京
区
）
の
多
賀

洋
輝
取
締
役
Ｃ
Ｏ
Ｏ
が
「
生

物
多
様
性
の
保
全
と
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
題
し
て
特
別
講
演
を

行
っ
た
。
環
境
問
題
な
ど
に

よ
る
生
物
多
様
性
の
危
機
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
現
地
調

査
に
基
づ
く
多
様
性
の
可
視

化
や
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成

こ
れ
ま
で
の
１０

年
、
今
後
の
１０
年
�
生
き
も

の
の
つ
な
が
り
、
人
の
つ
な

が
り
�
」
を
テ
ー
マ
に
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
石
狩
川
流
域

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
（
北
海
道
）
、
越
後

平
野
に
お
け
る
生
態
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
新

潟
県
）
、
鳴
く
虫
が
つ
な
ぐ

桂
川
流
域
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
（
徳
島
県
）
の

会
長
な
ど
が
出
席
し
、
生
態

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組

み
に
関
す
る
先
進
的
な
事
例

を
紹
介
。
ま
た
国
交
省
の
島

本
和
仁
河
川
環
境
課
長
が
生

態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者

の
関
心
を
高
め
た
。

水辺生態系を展望水辺生態系を展望

オンラインを含め約６００名が参加

林国交省局長

辻村座長
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